
　
同
窓
会
副
会
長
の
鈴
木
健
祐
さ
ん
は
「
石
に

描
く
の
は
初
め
て
。
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
な
く
て

悩
ん
だ
け
ど
自
分
な
り
の
発
想
で
最
後
ま
で
描

く
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
室
終
了
後
に
講
師
を
務
め
た
生
涯

学
習
奨
励
員
の
新
山
正
雄
さ
ん
に
感
想
を
伺
う

と
「
皆
さ
ん
の
配
色
が
素

晴
ら
し
い
。
失
敗
し
て
も

塗
り
な
お
せ
る
の
が
い
い

と
こ
ろ
。
一
緒
に
過
ご
す

時
間
が
と
て
も
楽
し
か
っ

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
窓
生
と
奨
励
員
が
一

緒
に
な
っ
て
楽
し
く
制
作

し
て
い
る
様
子
や
、
友
だ

ち
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会

に
嬉
し
そ
う
な
姿
が
見
ら

れ
、
充
実
し
た
一
日
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

水
の
落
差
を
利
用
し
て
発
電
す
る
チ
ェ
コ
製
の
水
車
発
電

機
。

　
生
保
内
小
・
中
学
校
の
卒
業
生
で

在
日
韓
国
人
２
世
の
河
正
雄
（
ハ
・

ジ
ョ
ン
ウ
ン
）
さ
ん
が
、
仙
北
市
の

文
化
振
興
と
観
光
行
政
の
発
展
に

と
御
座
石
神
社
駐
車
場
前
の
市
公

園
敷
地
内
に
「
ふ
る
さ
と
の
碑
」
を

建
立
、
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
河
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
各
母
校
の

後
輩
の
た
め
に
と
生
保
内
小
学
校

に
「
陽
だ
ま
り
の
像
」、
同
中
学
校

に
「
情
憬
の
像
」
を
寄
贈
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
田
沢
湖
図
書
館
の
河
正
雄

文
庫
の
図
書
や
角
館
町
平
福
記
念

美
術
館
に
も
貴
重
な
美
術
作
品
を

寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
28
日
に
行
わ
れ
た
建
立
除

幕
式
に
は
、
河
さ
ん
の
ご
親
族
の
ほ

か
、
同
級
生
や
知
人
な
ど
約
50
人
が

出
席
。
除
幕
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
ふ

る
さ
と
の
碑
建
立
の
会
発
起
人
代

表
で
友
人
の
安
部
哲
男
さ
ん
か
ら

河
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　
河
さ
ん
は
「
仙
北
市
の
文
化
振
興

と
観
光
行
政
発
展
の
た
め
に
寄
与
・

貢
献
で
き
る
こ
と
を
喜
び
、
こ
の
像

が
共
生
社
会
の
礎
と
し
て
、
韓
日

友
好
の
と
も
し
び
と
な
る
こ
と
を

祈
っ
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

河
正
雄
さ
ん
が
記
念
碑
を
建
立
・
寄
贈

市
の
文
化
振
興
と
観
光
行
政
の
発
展
に

左から河さんの奥様・尹昌子（ユン・チャンジャ）さん、河さん、駐
仙台韓国総領事館の李昌勲（イ・チャンフン）副総領事、門脇前市長、
安部哲男さん、浅利利美さん。

ふるさとの碑には、河さんが詠んだ碑文の句「ふるさとを 田沢
と呼ばれ 彼岸花」が刻まれています。

　
10
月
14
日
、
田
沢
湖
田
沢
地
区

で
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
二
つ

の
水
力
発
電
所
が
完
成
し
、
仙
北

水
力
発
電
株
式
会
社
（
佐
藤
育
男

代
表
取
締
役
）
が
竣
工
式
を
行
い

ま
し
た
。

　

完
成
し
た
の
は
鶴
の
湯
温
泉

近
く
を
流
れ
る
先
達
川
沿
い
の

鶴
の
湯
水
力
発
電
所
（
最
大
出

力
１
９
９
ｋ
Ｗ
）
と
、
秋
扇
湖
近

く
を
流
れ
る
小
野
草
沢
沿
い
の
小

野
草
水
力
発
電
所
（
最
大
出
力

３
２
５
ｋ
Ｗ
）。
年
間
発
電

量
は
、
両
発
電
所
を
合
わ
せ

る
と
一
般
家
庭
の
１
１
０
０

世
帯
分
に
相
当
し
ま
す
。
固

定
価
格
買
取
制
度
を
活
用
し

て
電
力
会
社
へ
の
売
電
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
収
益

の
一
部
は
地
域
振
興
基
金
と

し
て
地
域
活
性
化
の
た
め
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
仙
北
市

に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

両
発
電
所
は
平
成
26
年

に
調
査
を
開
始
し
、
平
成
28

年
に
地
元
の
有
志
が
中
心

と
な
っ
て
仙
北
水
力
発
電
株

式
会
社
を
設
立
。
同
社
と
兵

庫
県
神
戸
市
の
シ
ン
・
エ
ナ

ジ
ー
株
式
会
社
が
技
術
支

援
を
行
い
計
画
を
進
め
て
い

鶴
の
湯
・
小
野
草
水
力
発
電
所
が
完
成

水
資
源
の
豊
か
な
仙
北
市
に

ま
し
た
。
途
中
で
送
電
設
備
の
容

量
が
不
足
す
る
問
題
が
発
生
し
ま

し
た
が
昨
年
６
月
に
建
設
に
着
工
、

今
年
の
８
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
工
事
を
行
っ
た
株
式
会
社
西
宮

組
の
西
宮
幸
実
取
締
役
相
談
役
は

「
紆
余
曲
折
は
あ
っ
た
が
こ
う
し
て

完
成
し
た
こ
と
に
感
無
量
。
鶴
の

湯
温
泉
さ
ん
の
全
面
的
な
協
力
で

施
工
し
や
す
か
っ
た
。
工
事
で
は

自
然
に
あ
ま
り
手
を
加
え
ず
、
水

の
落
差
で
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
発
電

す
る
の
で
自
然
に
優
し
い
」
と
完

成
を
喜
び
ま
し
た
。

　
竣
工
式
に
は
関
係
者
約
80
人
の

ほ
か
、
チ
ェ
コ
製
の
水
車
発
電
機

が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
チ
ェ

コ
共
和
国
駐
日
特
命
全
権
大
使
の

マ
ル
チ
ン
・
ト
ム
チ
ョ
氏
も
出
席
。

　
佐
藤
代
表
取
締
役
は
あ
い
さ
つ

で
「
米
ど
こ
ろ
の
秋
田
で
水
の
価

値
、
水
の
あ
り
が
た
み
は
よ
く
わ

か
っ
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
価
値
に
つ
い

て
は
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
話

し
ま
す
。
ま
た
、「
地
元
自
ら
が
事

業
主
体
と
な
っ
て
地
域
活
性
化
の

た
め
の
水
力
発
電
事
業
に
取
り
組

む
こ
と
は
必
然
で
あ
っ
た
。
仙
北

地
域
の
水
力
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、

地
域
を
振
興
、
活
性
化
す
る
こ
と

に
努
め
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
門
脇
前
市
長
は
「
取
り
組
み
は

始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
小
さ
な
成

功
事
例
を
志
の
あ
る
皆
さ
ま
と
一

緒
に
積
み
上
げ
、
国
を
変
え
る
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
の
発
信
拠
点
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
同
社
は
新
た
に
「
あ
き

た
仙
北
水
力
発
電
株
式
会
社
」
を

設
立
す
る
予
定
で
、
玉
川
地
内
の

国
有
林
野
に
濁
沢
第
1
・
第
2
発

電
所
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

大舞台を振り返って、出場報告をする佐藤選手。

　
10
月
16
日
、
大
曲
支
援
学
校
せ
ん
ぼ
く
校
で

同
窓
生
が
集
ま
り
交
流
を
深
め
る
「
せ
ん
ぼ
く

桜
ス
ク
ー
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ス

ク
ー
ル
は
年
３
回
開
催
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
ボ
ッ
チ
ャ
や
ヨ
ガ
、
太
極
拳
な
ど
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　
今
年
最
後
の
開
催
と
な
る
今
回
は
同
窓
生
17

人
が
参
加
。
講
師
に
生
涯
学
習
奨
励
員
９
人
を

迎
え
ス
ト
ー
ン
ア
ー
ト
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
１
人
２
個
ず
つ
石
を
選
ぶ
と
こ
ろ
か

ら
。
一
人
ひ
と
り
手
に
と
る
石
の
大
き
さ
や
形

は
バ
ラ
バ
ラ
で
す
。
次
の
色
塗
り
の
工
程
で
は
、

な
か
な
か
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ば
な
か
っ
た
り
、

う
ま
く
色
を
重
ね
ら
れ
な
か
っ
た
り
と
苦
戦
す

る
同
窓
生
も
い
ま
し
た
が
、
講
師
の
皆
さ
ん
の

ア
ド
バ
イ
ス
や
補
助
に
よ
っ
て
、自
分
の
イ
メ
ー

ジ
に
近
づ
け
て
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
最
後
に
ニ
ス
を
塗
っ
て
完
成
で
す
。

石
の
形
を
う
ま
く
活
か
し
た
、
色
と
り
ど
り
で

発
想
力
豊
か
な
作
品
が
並
び
ま
す
。

せんぼく桜スクール
「ストーンアート教室」

石の形から何がみえる？

　
７
月
に
行
わ
れ
た
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
カ
ヌ
ー
・
ス
ラ
ロ
ー
ム
女
子
カ
ナ

デ
ィ
ア
ン
シ
ン
グ
ル
に
出
場
し
た
佐
藤
彩

乃
選
手
（
秋
田
病
理
組
織
細
胞
診
研
究
セ
ン

タ
ー
所
属
）
が
10
月
29
日
、
市
役
所
角
館
庁

舎
を
訪
れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
報
告
を

し
ま
し
た
。

　
日
本
代
表
選
手
団
公
式
服
装
の
白
の
キ
ュ

ロ
ッ
ト
に
紺
色
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
羽
織
っ
た

佐
藤
選
手
は
、
市
職
員
に
拍
手
で
迎
え
ら
れ

る
中
、
笑
顔
で
訪
れ
ま
し
た
。

　
報
告
会
で
佐
藤
選
手
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
自
分
が
求
め
て
い
た
結
果
に
は
な
ら
な

佐
藤
彩
乃
選
手
が

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
報
告

感
動
を
あ
り
が
と
う

か
っ
た
が
、
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
の
応
援

が
あ
り
、
試
合
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
。
今
後

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
経
験
を
生
か
し
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
出
場
し
た
同
種
目
で
は
、
惜
し
く
も
決
勝

進
出
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
舞
台

で
艇
を
進
め
る
姿
は
、
私
た
ち
に
大
き
な
感

動
を
与
え
て
く
れ
た
佐
藤
選
手
。
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伺
う

と
「
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
と
楽
し
い
こ
と

だ
け
で
な
く
つ
ら
い
こ
と
も
あ
る
。
で
も
、

あ
き
ら
め
ず
に
頑
張
っ
て
き
た
こ
と
は
、
結

果
に
つ
な
が
り
、
自
分
が
目
指
し
て
い
る
夢

へ
の
近
道
に
な
る
。
自
分
が
や
り
た
い
と
思

う
こ
と
に
一
生
懸
命
に
な
っ
て
頑
張
っ
て
ほ

し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

（写真上）イメージ通りの仕上がりになるように表情も真
剣です。

（写真下）生涯学習奨励員の皆さんのアドバイスで順調に
作業を進める同校の同窓生。

花
束
が
贈
ら
れ
、
拍
手
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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こ
の
表
彰
は
、
仙
北
市
で
多
年
に
わ

た
り
男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
た
機

運
の
醸
成
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
方
や
、

仙
北
市
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
貢

献
し
て
き
た
方
な
ど
を
顕
彰
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
の
実
現
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

仙
北
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
に

よ
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
の
種
類
は
、
個
人
の
部
、
企
業
・

団
体
の
部
と
２
種
類
あ
り
、
今
年
度
は

坂
本
佐
穂
さ
ん
（
個
人
）、
株
式
会
社
安

藤
醸
造 

代
表
取
締
役
社
長 

安
藤
大
輔
さ

ん
（
企
業・団
体
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

第
1
回
仙
北
市
男
女
共
同
参
画
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞

坂
本
佐
穂
さ
ん（
個
人
）と

㈱
安
藤
醸
造（
企
業
・
団
体
）が
受
賞

原
木
か
ら
な
め
こ
を
採
る
児
童
（
右
）。

　

10
月
29
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

角
館
里
山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
、
角
館
町
外
ノ
山
で
の

活
動
を
通
し
て
ふ
る
さ
と
の

豊
か
な
自
然
を
感
じ
て
も
ら

お
う
と
、
秋
田
森
林
管
理
署

の
協
力
の
も
と
里
山
遊
び
を

企
画
、
大
曲
支
援
学
校
せ
ん

ぼ
く
校
小
学
部
の
児
童
８
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

青
空
が
広
が
る
当
日
、
徒

歩
で
学
校
を
出
発
し
、
疲
れ

た
様
子
も
な
く
外
ノ
山
遊
々

の
森
に
着
い
た
児
童
た
ち
は
、

ま
ず
は
じ
め
に
き
の
こ
の
ほ

だ
場
に
。
一
昨
年
に
児
童
た

ち
が
植
え
つ
け
た
ほ
だ
木
に

は
な
め
こ
が
た
く
さ
ん
生
え

て
い
ま
す
。
児
童
た
ち
は
夢

中
に
な
っ
て
採
り
、
袋
に
入

れ
た
な
め
こ
を
見
な
が
ら
満

足
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
て

い
ま
し
た
。

　
次
に
山
道
の
落
ち
葉
拾
い
。

大
小
色
と
り
ど
り
の
葉
っ
ぱ

を
思
い
お
も
い
に
拾
い
集
め

て
い
ま
し
た
。
最
後
に
、
同

管
理
署
の
尾
前
幸
太
郎
署
長

が
「
ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
ち
ゃ
ん
」

の
紙
芝
居
を
披
露
す
る
と
児

童
た
ち
は
真
剣
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　
同
校
小
学
部
６
年
の
松
本
彩

乃
さ
ん
は
「
み
ん
な
と
一
緒
に

き
の
こ
を
採
り
、
葉
っ
ぱ
を
拾

う
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ

た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

右から同推進委員会の西宮三春会長、㈱安藤醸造の代理で出席し
た安藤雅子さん、坂本佐穂さん、門脇前市長。

　

10
月
16
日
、
令
和
３
年

度
６
年
生
シ
ン
グ
ル
ス
大

会
及
び
秋
季
研
修
大
会
が

大
館
市
高
館
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
で
開
催
さ

れ
、
澤
山
心
咲
（
仙

北
市
ジ
ュ
ニ
ア
）・

柏
谷
愛
美
（
秋
田
市

ジ
ュ
ニ
ア
）
ペ
ア
が

優
勝
し
ま
し
た
。

　

女
子
４
年
生
以

下
の
部
に
26
ペ
ア
優
勝
し
た
澤
山
さ
ん
（
右
・
西
明
寺
小
４
年
）
と

柏
谷
さ
ん
（
左
・
川
尻
小
４
年
）
ペ
ア
。

令和3年度 6年生シングルス大会
及び秋季研修大会

澤山・柏谷ペアが
見事優勝 !

が
出
場
し
た
今
大
会
、
澤

山
・
柏
谷
ペ
ア
は
、
順
当

に
勝
ち
進
み
、
見
事
頂
点

に
立
ち
ま
し
た
。

　
第
49
回
角
館
町
樺
細
工
伝
統
工
芸
展
が
角

館
樺
細
工
伝
承
館
で
開
催
さ
れ
、
秋
田
県
知

事
賞
に
佐
藤
大
さ
ん
の
作
品
「
茶
筒
」
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
同
展
に
は
、
樺
細
工
職
人
を
は
じ
め
樺
細

工
問
屋
か
ら
伝
統
的
工
芸
品
の
部
に
19
点
、

一
般
品
の
部
に
29
点
の
出
展
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
高
賞
を
受
賞
し
た
佐
藤
さ
ん
は
「
茶
筒

の
外
側
だ
け
で
な
く
、
蓋
の
閉
ま
り
具
合
や

内
側
も
丁
寧
に
仕
上
げ
た
。
今
後
も
今
ま
で

第
49
回
角
館
町
樺
細
工
伝
統
工
芸
展

 

秋
田
県
知
事
賞  

茶
筒
／
佐
藤
大

 

東
北
森
林
管
理
局
長
賞  

臼
型
茶
筒
／
米
沢
研
吾

 

仙
北
市
長
賞  

キ
ャ
ニ
ス
タ
ー
／
米
沢
研
吾

 

一
般
財
団
法
人
伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興
協
会
賞 

茶
筒
／
三
浦
勇

 

秋
田
県
伝
統
的
工
芸
品
等
産
業
振
興
協
議
会
長
賞  

銀
系
皮
茶
筒
二
本
帯
付
き
／
藤
村
浩
美

 

秋
田
県
議
会
議
長
賞  

reconstructions

（
再
構
築
）
／
㈲
冨
岡
商
店

 

仙
北
市
議
会
議
長
賞  

小
箱
／
千
葉
秀
喜

 

一
般
社
団
法
人
田
沢
湖
・
角
館
観
光
協
会
長
賞  

コ
ロ
コ
ロ
ス
タ
ン
ド
／
㈱
八
柳

 

仙
北
市
商
工
会
長
賞  

二
段
小
物
入
れ
／
㈱
藤
木

伝
四
郎
商
店

 

角
館
町
樺
細
工
振
興
育
成
協
会
長
賞  

小
箱
／
三
浦
勇

 

田
口
鉄
蔵
賞  

茶
筒
／
佐
藤
大

 

秋
田
魁
新
報
社
賞  

傘
立
て
／
㈱
八
柳

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
賞  

茶
筒
／
荒
川
慶
太
郎

 

Ａ
Ｂ
Ｓ
秋
田
放
送
賞  

小
箱
／
㈱
八
柳

 

Ａ
Ｋ
Ｔ
秋
田
テ
レ
ビ
賞  

花
器
「
葉
炎（
よ
う
え
ん
）」／
角
館
工
芸
協
同
組
合

 

Ａ
Ａ
Ｂ
秋
田
朝
日
放
送
賞  

Essence

／
㈲
冨
岡
商
店

秋田県知事賞を受賞した佐藤さんの作品「茶
筒」。白っぽい「ちらし皮」と茶色の皮を交
互に巻いたデザインが特徴。

作
り
あ
げ
た
も
の
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新
し
い
も
の
を

作
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
（
賞
名
・
作
品
名
・
受
賞
者
）
は
次

の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

表彰式で表彰を受ける佐藤さん（左）。

　
10
月
30
日
、
株
式
会
社
伊
藤

園
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
角
館
里
山
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
仙
北
市
の

３
者
に
よ
る
植
樹
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
３
者
に
よ
る
「
里
山
地
域
貢
献
パ
ー

ト
ナ
ー
協
定
」
の
事
業
の
一
つ
で
、
昨
年
よ
り
里

山
の
環
境
保
全
活
動
や
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
植
樹
の
場
所
は
、
ベ
ニ
イ
タ
ヤ
な
ど
の
木
々
が

色
づ
く
七
面
山
。
ロ
ー
ソ
ン
岩
瀬
角
館
店
の
裏
手

に
鎮
座
す
る
低
山
で
す
。
植
樹
に
先
立
ち
周
辺
の

刈
払
い
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
参
加
者
約
20
人
に

よ
っ
て
ベ
ニ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
角
館
が
大
好
き
で
毎
年
の
よ
う
に
訪
れ
て
い
た

と
い
う
株
式
会
社
伊
藤
園
・
北
東
北
地
区
営
業
部

の
阿
部
浩
典
地
区
部
長
は
「
特
に
桜
の
時
期
が
好

き
。
桜
の
咲
く
頃
は
江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
。
微
力
な
が
ら
今

回
植
樹
を
し
て
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
賑
わ
い
が

戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
さ
わ
や
か
な
秋
空
の
も
と
、
参
加
者
は
桜
の
成

長
と
、
桜
の
時
期
の
ま
ち
の
賑
わ
い
が
戻
っ
て
く

る
よ
う
に
と
願
い
な
が
ら
植
樹
し
ま
し
た
。

３者でベニヤマザクラを植樹
里山地域貢献パートナー協定事業

どんな花を咲かせてくれるのか成長が楽しみです。

里
山
遊
び
で
自
然
を
満
喫

角
館
里
山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
企
画

　角館樺細工伝承館に、このほど新たに寄贈された
「本尊殿」と「大絵馬」が展示されています。この
二点は角館町中川地区にある八幡神社屋内に安置さ
れていたもので、管理家社守であった鈴木瞭司さん
のご親族よりご寄贈いただきました。
　本尊殿は高さ約 1.5 メートル、切妻造平入り様式の
軒下三手組物。丁寧で精巧な造りに目を奪われます。
　制作者は、大仙市出身の宮大工・髙橋市蔵（通称・
円満造さん）。秋田県の代表的な民謡の一つ、ドン
パン節の元唄「円満造甚句」の生みの親でもありま
す。円満造さんは仙北市をはじめ北東北を中心に社

善意ありがとうございます

鈴木瞭司さんのご親族が寄贈
円満造さんと平福穂庵の作品を展示 寺やお堂の制作を手がけています。

　大絵馬は 1872（明治 5）年に奉納されたもので、
作品名は「八幡太郎義家と弓弭の泉」。
　作者は仙北市出身の画家・
平福穂庵です。前九年の役で
源義家が弓弭（ゆはず・弓の
両端の弦をかけるところ）を
岩にさす様子が描かれていま
す。
　両寄贈品はどのような経緯
で八幡神社に納められたのか
は不明ですが鈴木さんが代々
大切に受け継いで守ってきた
ものです。展示は通年してい
ますので、ぜひご覧ください。 平福穂庵の大絵馬

髙橋市蔵作「本尊殿」

～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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